
 

 

 別表Ⅰの２ 国際教養学部言語文化学科 
部 

門 

科目 単位 必修 
選択 
必修 選択 

学
科
基
盤
科
目 

基礎演習 ２ ２   

言語文化論 ２ ２   

哲学Ⅰ ２ ２   

哲学Ⅱ ２ ２   

外
国
語
科
目 

基
盤
科
目 

英語Ⅰ １ ４   

英語Ⅱ １ ４   

英語Ⅲ １ ３   

英語Ⅳ １ ３   

スペイン語Ⅰ １  ４*  

スペイン語Ⅱ １  ４*  

スペイン語Ⅲ １  ４*  

スペイン語Ⅳ １  ４*  

中国語Ⅰ １  ４*  

中国語Ⅱ １  ４*  

中国語Ⅲ １  ４*  

中国語Ⅳ １  ４*  

韓国語Ⅰ １  ４*  

韓国語Ⅱ １  ４*  

韓国語Ⅲ １  ４*  

韓国語Ⅳ １  ４*  

進
展
科
目 

英語上級 ２ ４   

英語演習Ⅰ ２    

英語演習Ⅱ ２ ２   

翻訳通訳論・英語 ２    

翻訳通訳実習・英語 ２    

スペイン語上級 ２  ４*  

スペイン語演習 ２    

翻訳通訳論・スペイン語 ２    

翻訳通訳実習・スペイン語 ２    

中国語上級 ２  ４*  

中国語演習 ２    

翻訳通訳論・中国語 ２    

翻訳通訳実習・中国語 ２    

韓国語上級 ２  ４*  

韓国語演習 ２    

翻訳通訳論・韓国語 ２    

翻訳通訳実習・韓国語 ２    

ス
ペ
イ
ン
・
ラ
テ
ン 

スペイン研究概論 ２    

ラテンアメリカ研究概論 ２    

スペインの言語と歴史・文化 ２    

スペイン語研究 ２    

スペイン語圏の文学 ２    

ラテンアメリカの歴史と文化 ２    



 

 

 
ア
メ
リ
カ
研
究
科
目
群 

ラテンアメリカの政治と社会 ２    

ラテンアメリカの経済と社会 ２    

ラテンアメリカ近現代史 ２    

ラテンアメリカの国際関係 ２    

ブラジル研究 ２    

スペイン・ラテンアメリカ特殊研究 ２    

中
国
研
究
科
目
群 

中国研究概論 ２    

中国言語文化論 ２    

中国社会論 ２    

中国地域論 ２    

現代中国論Ⅰ ２    

現代中国論Ⅱ ２    

中国史Ⅰ ２    

中国史Ⅱ ２    

中国特殊研究 ２    

韓
国
研
究
科
目
群 

韓国研究概論 ２    

韓国社会論Ⅰ ２    

韓国社会論Ⅱ ２    

韓国経済論 ２    

韓国史 ２    

日韓比較文化論 ２    

日韓比較教育論 ２    

日韓交流史 ２    

韓国研究情報収集法 ２    

韓国特殊研究 ２    

日
本
研
究
科
目
群 

日本研究概論Ⅰ ２    

日本研究概論Ⅱ ２    

日本文学論・古代Ⅰ ２    

日本文学論・古代Ⅱ ２    

日本文学論・中世Ⅰ ２    

日本文学論・中世Ⅱ ２    

日本文学論・近現代Ⅰ ２    

日本文学論・近現代Ⅱ ２    

民俗学 ２    

日本史Ⅰ ２    

日本史Ⅱ ２    

日本思想史Ⅰ ２    

日本思想史Ⅱ ２    

日本特殊研究 ２    

言 

言語学概論 ２    

英語学概論 ２    

日本語教育概論 ２    

応用言語学Ⅰ ２    

応用言語学Ⅱ ２    

英語圏の文学Ⅰ ２    

英語圏の文学Ⅱ ２    



 

 

 
語
教
育
研
究
科
目
群 

英語圏の文学・文化・批評Ⅰ ２    

英語圏の文学・文化・批評Ⅱ ２    

国際語としての英語 ２    

日本語教授法Ⅰａ ２    

日本語教授法Ⅰｂ ２    

日本語教授法Ⅱ ２    

日本語音声学 ２    

日本語文法論Ⅰ ２    

日本語文法論Ⅱ ２   60** 

日本語コミュニケーション論 ２    

英語教育特殊研究 ２    

日本語教育特殊研究 ２    

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
研
究
科
目
群 

異文化間コミュニケーションⅠ ２    

異文化間コミュニケーションⅡ ２    

多文化共生研究Ⅰ ２    

多文化共生研究Ⅱ ２    

比較文化論 ２    

大衆文化論 ２    

ローカル・メディア論 ２    

英語圏の文化 ２    

英語圏事情 ２    

国際関係論 ２    

国際協力論 ２    

南北問題 ２    

ＮＧＯ論 ２    

国際政治論Ⅰ ２    

国際政治論Ⅱ ２    

国際経済論Ⅰ ２    

国際経済論Ⅱ ２    

日本政治外交史Ⅰ ２    

日本政治外交史Ⅱ ２    

国際機構と法Ⅰ ２    

国際機構と法Ⅱ ２    

地域研究論 ２    

グローバル社会特殊研究 ２    

人
間
発
達
科
学
研
究
科
目
群 

教育学概論Ⅰ ２    

教育学概論Ⅱ ２    

心理学概論Ⅰ ２    

心理学概論Ⅱ ２    

スポーツ・レクリエーション概論 ２    

スポーツ科学概論 ２    

教育の歴史Ⅰ ２    

教育の歴史Ⅱ ２    

比較教育制度論 ２    

教育課程論 ２    

教育心理学 ２    



 

 

  

カウンセリング論 ２    

パーソナリティ理論 ２    

学校カウンセリング ２    

人間発達科学特殊研究 ２    

総
合
科
学
研
究
科
目
群 

社会学Ⅰ ２    

社会学Ⅱ ２    

文化人類学Ⅰ ２    

文化人類学Ⅱ ２    

倫理学Ⅰ ２    

倫理学Ⅱ ２    

文化史入門 ２    

東洋思想史Ⅰ ２    

東洋思想史Ⅱ ２    

文明史研究Ⅰ ２    

文明史研究Ⅱ ２    

比較宗教史 ２    

科学史Ⅰ ２    

科学史Ⅱ ２    

科学技術基礎論Ⅰ ２    

科学技術基礎論Ⅱ ２    

数学Ⅰ ２    

数学Ⅱ ２    

物理学Ⅰ ２    

物理学Ⅱ ２    

天文学Ⅰ ２    

天文学Ⅱ ２    

生物学Ⅰ ２    

生物学Ⅱ ２    

生理学Ⅰ ２    

生理学Ⅱ ２    

地球環境論Ⅰ ２    

地球環境論Ⅱ ２    

コンピュータと言語 ２    

情報科学各論Ⅰ ２    

情報科学各論Ⅱ ２    

データ構造とアルゴリズム論 ２    

データベース論 ２    

社会調査法 ２    

統計と調査法 ２    

総合科学特殊研究 ２    

 

日本史概説Ⅰ ２    

日本史概説Ⅱ ２    

外国史概説Ⅰ ２    

外国史概説Ⅱ ２    

地理学概説Ⅰ ２    

地理学概説Ⅱ ２    



 

 

 
関
連
教
養
科
目 

地誌学概説Ⅰ ２    

地誌学概説Ⅱ ２    

法律学概説Ⅰ ２    

法律学概説Ⅱ ２    

政治学概説Ⅰ ２    

政治学概説Ⅱ ２    

哲学概説Ⅰ ２    

哲学概説Ⅱ ２    

宗教学概説Ⅰ ２    

宗教学概説Ⅱ ２    

全
学
共
通
授
業
科
目 

全
学
総
合
科
目
群 

（
別
表Ⅳ

―
１
） 

全学総合講座部門 

 

２  

60** 

全学共通講義科目部門 
 

 

全学共通実践科目部門  

スポーツ・レクリエーション部門 ２  

外
国
語
科
目
群 

(

別
表Ⅳ

―
２)

 

外国語部門（英語以外） 

  

 

日本語部門**  

英語部門***   

演習 ２ ８   

卒業研究 ２ ４   

卒業論文 ４ ４   

卒業に必要な単位数合計 
48 20 60 

128 

 備考： 

 (１) *は外国語科目の「スペイン語」、「中国語」、「韓国語」から一言語を選択する。 

 (２) 選択の60単位は**より履修するものとする。なお、選択する科目のうち30単位以

上は、スペイン・ラテンアメリカ研究科目群、中国研究科目群、韓国研究科目群、日

本研究科目群、言語教育研究科目群、グローバル社会研究科目群、人間発達科学研究

科目群、総合科学研究科目群から、２研究科目群を選び、その中から履修する。 

 (３) 卒業に必要な選択科目のうち16単位までは、他学部または教職課程の授業科目の

単位をもって代用できる。ただし、教職課程授業科目の単位の代用については別に定

める。 

 (３)の２ 別表Ⅴ―１（教職課程授業科目）中の英語科教科教育法Ⅰ、英語科教科教育

法Ⅱ及び英語科教科教育法Ⅲについては、言語教育研究科目群の選択科目として代用

できる。 

 (４) ***日本語部門は、外国人学生および帰国学生が、別に定める規程に基づき履修

することができる。 

 (５) ****言語文化学科学生は、「全学共通授業科目 外国語科目群」の英語部門は履

修することができない。 

 (６) 関連教養科目に属する科目の履修単位を卒業に必要な単位に含めることはできな

い。 

 ○本表は、2013年度入学者から適用する。ただし、2012年度以前に入学した者ならびに

2013年度以前に第２学年に入学した者および2014年以前に第３学年に入学した者につ

いては、なお従前の例による。 


